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atERIC2013CR記録 
ERIC主催研修	
 ESDファシリテーターズ・カレッジ 
スキル「対立」	
 平成 25年 2013年 10月 26日 27日  
 
セッション 1	
 共通基盤づくり 
11:00-13:00 
1. ジャーナルの表紙にコア・バリューを描く 
2. 自己紹介 
3. 二日間の流れ 
4. ノートテイキング 
5. 傾聴 
6. 「教員との交換日記」と傾聴、共通点・異質点 

 
 

7. 話し合いの心がけ 
8. 12のものの見方・考え方 
 
セッション 2	
 流れのあるプログラム 
14:00-16:00 
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1. 対立の色は何色? 
2. 対立のイメージ図 
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3. 対立は悪くない、連想図に「いい点」を追加する 
4. ミニレクチャー「怒りの温度計」 
5. 対立を激化させるもの 
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6. ジャーナルをつける「対立の扱い方」「対誰」 
7. 対立の扱い方・利点と限界[個人作業→ペア作業] 
8. 扱い方の「有効・有用」の二次元軸 

 
 

9. 調停のモデルで「対立から学ぼう」のカリキュラムを概観する 
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セッション 3	
 ふりかえりとまとめ 
16:10-18:00 
1. さまざまな感情WSでふりかえり 
2. 感情の背景の価値観をふりかえる 
3. 学びを促進するもの/阻害するもの 
4. ファシリテーターの心がけ 
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5. ノートテイキング 
6. ふりかえりの eQi 

 
7. テキスト・リーディング 
8. 全体共有 
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セッション 4	
 プログラムづくり 
9:00-11:30 
1. 昨日のふりかえり「残された課題」 
2. 個人で「研修プログラム立案表」でプログラムづくり 
3. 全体で検討 
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4. さらに深めたい課題について共有 
 

 
 

セッション 5	
 課題の分析	
 12のものの見方・考え方を徹底活用 
12:30-14:30 



11 

1. 会社の上下に白黒つける	
 	
 事例カードをつくる 
2. 市民運動の落とし穴	
 	
 連想図 
3. 合理的(物理的)無知の壁「なぜ参加しないのか?」	
 連想図 
4. なぜ主体的になれないのか?	
 連想図 
5. 実施団体との協力関係を築くには?	
  
6. 市民の内発的動機づけ	
 	
 連想図 
7. ふりかえり「使った Howをチェックする」 

8.  
 
セッション 6	
 ふりかえりと個人的行動計画 
14:50-16:00 
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1. 二日間の物語をジャーナルに記録する 
2. ジャーナルの回し読み 
3. マッサージはメッセージ 
4. 個人的行動計画 6つの 5W1H 
5. 「未来を築くインタビュー」で傾聴 
6. 評価の力と落とし穴 

 
 
配布資料 
! atERIC2013CR資料 
! 対立の扱い方	
 『対立は悪くない』p.19 
! 未来を築くインタビュー	
 『未来を学ぼう』p.193 
! 研修プログラム立案表	
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